
産炭地域の今日的課題への取り組み
― 自分史との関わりを軸に―

Grappling with Today’s Problem of a Coal Mine Area:

Centering on Relations with the Self History

吉岡 宏高

今日のテーマは，布施調査を今日的にどう

生かしていくのかということだと思います．

SORDの皆さんと初めてお会いしてから，今

日まで考えてきたのは，地域の状況があまり

にも変わってしまった中で，布施調査をダイ

レクトに生かすことができるのだろうかとい

うことです．

大きな変化の波にのまれた空知産炭地域で

成長した私が，布施調査を最初に眼にした時

に，どのような思いを抱き，なぜそういう思

いを抱いたのかということから，自分史と絡

めてお話したいと思います．

１．布施本との出会い

まず最初に，私と布施本（布施鉄治『地域

産業変動と階級・階層』1982年）との関わり

についてお話します．この本の発行は

1982（昭和57）年で，ちょうど私が福島大学

経済学部に入学した年です．大学生協の棚に

あるのを見つけましたが，大学生にとって

15,000円という値段は目玉の飛び出るよう

な金額でした．

しかし，中を見てみるとＨ鉱職員番号２番

は「なんだＳさんじゃないか」とか…(笑）．

実はＳさんは，Ｈ鉱に移る前は私のいた幌内

鉱におり，Ｓさんの長男は私より一歳下で幼

なじみです．Ｓさんと，父の職員登用試験や

炭鉱病院事務長への異動という，その後の我

が家の行く末に影響をもたらした関係者の一

人でもありました．このような，私にとって

身近な人々の記述が満載した内容を見て，こ

れは是非買わなければと，清水の舞台から飛

び降りる気持ちで購入した記憶があります．

これほどのページ数ですが，眼を皿のよう

にして隅々まで読んでみました．炭鉱が持つ

様々な特徴を，意欲的に切り取ろうとした大

作であるというのが正直な印象でした．さす

が，社会学者が集まると，複雑な要素が交錯

する炭鉱を，これだけ網羅的に捉えることが

できるのかと感心もし，今から思えば 越で

すが，当時18歳の若者としては「結構やる

じゃないか」という感想を持ちました．

私の父は炭鉱の隅々まで眼を行き渡らせる

労務の仕事をしていた関係で，私も年齢の割

には炭鉱の現実を良く知っていました．炭鉱

での生活を体験していない外の人が，現実の

姿をある断面で切りとろうとする訳ですか

ら，感覚にズレが出るというのは仕方ないこ
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とです．しかし，布施本の内容が，暮らしの

実感を持った者の心にどこまで届くのだろう

かということが，最初に読んだときのチェッ

クポイントでした．

例えば，布施本の中には，Ｈ鉱職員の次の

ようなコメントが記されています．「鉱員は常

に労務課の人間を恐れているのがよく分か

る」（布施本 p.166），「右はやくざから左は共

産党のコチコチまで付き合う．ある意味では

面白い仕事．半面町中が知り合いばかりで，

いつも見られているような気がする．夕張の

山を越えると，関所を越えた様な気持ちにな

りホッとする」（布施本 p.167）．この証言をし

ているＨ鉱職員番号の２番・３番は，試験に

よって鉱員から職員となった登用職員で，私

の父とほぼ同じような境遇にあります．私は，

父親の仕事と自分の生活が一体化した中で

育ったので，その仕事は手にとるように理解

できるため，このようなコメントは非常に良

いところを捉えているなと感じました．

２．感じたズレ

しかし，根本的な所でズレを感じたのは，

当時の捉え方として一般的なものであった，

労働者と経営者というような固定的な構図で

す．ある理論や視点に立って分析を進めるの

は当然なのですが，現実の姿が大きく変わり

つつある中で，伝統的な価値観や視点が見え

隠れして，私の炭鉱での生活実感や視界との

間に，ズレを感じたのです．

まず一つめは，静的な捉え方に対するもの

です．私の父は，炭鉱内異動によって新幌内

砿から幌内砿へ移ったことで，様相が全く異

なる二つのヤマを経験してきました．鉱員と

職員の双方の階層を経て，右も左も上も下も

様々な立場の人のバランスをとりながら，人

との関係性の中で一つの方向へ力を結集して

いく仕事をしていました．父からは，断片的

にではありますが，炭鉱についての多くの情

報がこぼれ落ちてきます．それを，自分なり

に日々理解しながら暮らしていた私は，会社

も悪いことをしているのだろうが，鉱員や組

合だって必ずしも善ばかりではない，様々な

人がいれば様々な立場や見解があるというこ

とを，小さい頃から感じつつ育ってきました．

炭鉱での労務という仕事は，様々な立場を

理解し，日々変化する事態や関係のバランス

を捉えなければやってゆけません．とは言っ

ても，最大公約数の中に正しい結論があると

は限らないので，自分なりのポリシーを持た

なくては，日和見になってしまいます．かと

いって，自分の考えを力によって強制しても，

人は動きません．どちらが正しいか正しくな

いか，良いか悪いかではなく，全てを一度飲

み込んだ上で，新たな現実を創出する原動力

となるようにバランスをとっていくというこ

とです．そういう姿を見て育った私は，世の

中は答えが一つとは限らないということを，

身をもって感じながら育ってきました．この

ような視点から見ると，布施本は，ちょっと

捉え方が静的で単純かなというのが正直な感

想でした．

二つめは，炭鉱社会の最大の特徴であった，

職員と鉱員との境遇変化への認識です．確か

に石炭産業最盛期には，職員には圧倒的に恵

まれた環境が用意されていました．最盛期に

職員は賞与が20ヶ月も支給されたことがあ

ると，父が話していたことを覚えています．

私が住んでいた最後の職員住宅は，職階が参

事二級（課長）以上の職員が入居できる課長

住宅だったのですが，この古い木造住宅には

私のいた頃はすでに空戸が多く，1970年代後

半には参事補（課長代理）の資格しかなかっ

た父でも入居できました．その社宅の台所の

横には，かつて女中部屋であった三畳間があ

りました．私が生まれた1963（昭和38）年は，

炭鉱は最後の華やかな時代で，私より12歳年

上の青木さんは小学生でしたので，その雰囲

気を知っていると思います．

私は炭鉱最盛期に生まれたので，物心つく
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と坂道を転げ落ちる姿しか記憶になく，急激

に凋落するプロセスを見ながら育ちました．

布施調査が行われた1970年代に，職員層と鉱

員層の実質的な地位が逆転するのですが，

1972年の札幌オリンピックがターニングポ

イントではなかったかと思います．多くの人

が，炭鉱は人が余っていて，大規模な合理化

が最後まで続いたというイメージがあると思

います．それは，1960年代のスクラップ＆ビ

ルド政策の頃の話で，1970年代に入ると，鉱

員は建設業や製造業に流出して人手不足の時

代に変わったのです．

この頃の父は，毎月のように道内の職業安

定所を駆け回り，炭鉱閉山があれば山元に泊

まり込んで，他の炭鉱と競争しながら，でき

るだけ勤務成績が良く技能が確かな鉱員を採

用しようとしていました．

特に幌内砿では，1975年に北炭の経営を根

本から揺さぶり夕張新鉱事故に繫がる遠因と

なった大きなガス爆発事故があり，これを境

にますます鉱員の炭鉱離れが進み経営も悪化

しました．そうなると，まずは給与カットか

ら経営改善がスタートします．鉱員の給料を

カットすると退職してしまうので，真っ先に

対象となるのは職員でした．毎月のように「今

月は○○億円足りません，資金繰りがつかな

いと会社は倒産します，ご協力をお願いしま

す」という内容のチラシが，職員の家庭に配

られました．賃金は現金支給を大原則とし，

「賃金の支払い確保等に関する法律」でも厳に

規定されていますが，これに違反してさえも

強制的・名目的に社内預金という形で支給さ

れました．賞与などは，現金支給は「越盆一

時金」「越年一時金」とう名目の10万円程度

で，あとは社内預金です．鉱員には，現金支

給しないと炭鉱を辞めてしまうので，額は減

り続け自治体や労組から借金をしながらです

が，現金で支給されていました．

また，外的環境との関係だけではなく，内

的環境も大きな変貌を遂げつつありました．

生産現場では，かつては「先山」と「後山」

という一対一の労働が主流でした．それは，

坑内の技術伝承というフォーマルな部分だけ

ではなく，坑外での家族ぐるみの付き合いと

いうインフォーマルな部分まで包含するもの

でした．1970年代に入ると，坑道天盤を支え

る自走枠や，巨大な鉋で炭層を一挙に削るド

ラムカッターを主流とする重装備機械採炭

が，急激かつ本格的に普及します．機械化で

チームでの仕事が主体となり，炭鉱社会での

インフォーマルな関係が急激に希薄化するの

です．布施調査は，この激しく移り変わる過

渡期に調査を行っているのですが，その変化

を十分に捉えていないことに違和を感じまし

た．

三つめは，これだけ調べておいて，それで

はどうすれば良いのかという主張が無かった

ことです．「なるほど，そういう見方をすれば

そうだな」「ここはよく調べているな」と読み

進め，それでは一体どうするのか，この厚い

分析をどのように現実に反映しようとするの

か…と終章に期待していました．ところが，

「本書であきらかにしえた多様な諸事実から

の理論化に関しては，より慎重な熟考が必要

と考えたからである」（布施本 p.766）となっ

ていて，何も示されてはいませんでした．結

局，これまでの分析は何のためだったのかと

思ってしまいました．

大変申し上げにくいことなのですが，社会

学に良く見られる，非常に鋭い視点で問題点

を指摘しながら，「ではどうするの？」「どう

すればよいの？」という局面に来ると，途端

に割り切れない部分が見えてくる好例ではな

かったかと思います．逆に都市計画などの工

学分野では割り切りすぎて，具体的な方法を

考える前に，「それをやるべきなのか」とか「ど

ういう方向に進むべきなのか」について，もっ

と考える必要があるのではないのかと思うこ

とが多くあります．この社会学と工学との間

は，内科と外科の間のようにポッカリと穴が
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空いており，その間を埋めるべき，臨床的な

機能が満たされていないと感じていました．

この本を読んだ時から私は，地理学と経営学

…いわば空間とマネジメントという，異なる

領域・アプローチを組み合わせて，その𨻶間

を埋めることができないだろうかと考え始め

たのです．

３．自分史：吉岡家の歴史について

次に，私がなぜ地域に関わる仕事をするよ

うになったのか，ということについてお話し

します．ここから，布施本に対してズレを感

じた原因を，逆に皆さんに探っていただきた

いと思っています．

私の妻は元役場職員で，育った家庭は明治

時代に富山から十勝へ入植して以来，一貫し

て畑作農業を続けてきました．これに対して

吉岡家は，ジェットコースターのような波瀾

万丈の系譜なので，結婚した当初は，そのス

ピード感や不安定性に妻は驚きを感じたよう

です．

私の曾祖父は，山口県岩国市の出身で，農

家の三男でした．長男しか田畑を継ぐことが

できないので，明治の初期に近隣の若者たち

を誘って，日高支庁の沙流川下流域の平取・

鵡川付近に入植しました．今でも沙流川は暴

れ川として有名ですが，何も知らないで入植

した先祖は，沙流川の大水害にあって，開墾

したばかりの土地が全てダメになってしまい

ました．そこで起死回生の策として注目した

のが，当時，活況を呈していたニシン漁です．

水害で全て失ってしまったので借金をして，

羽幌町北部の築別で漁場の権利を手に入れた

のですが，不漁が続き一向に事態は改善しま

せん．さらに借金は増して，ついに一家は逃

げるように樺太へ渡ります．

当時の樺太は「三井の島」でもあり，王子

製紙と三井鉱山が羽振りをきかせていまし

た．樺太に渡った吉岡一族は，その後，王子

製紙の傘下で森林を伐採する造林業によって

成功を収めます．ようやく一家が成長過程に

乗ろうとしていた初期に，祖父はニシン漁の

出稼ぎで繫がりのあった秋田出身の祖母と結

婚します．吉岡家の主な事業地は，落合の北

方にある陸地がくびれた部分にある突祖山の

あたりで，祖父の兄弟たちが，それぞれ栄浜・

豊原・大泊に分かれて事業を展開し，私の祖

父は大泊の担当でした．

祖母の話によると，北海道へ出張した祖父

から「二千円送れ」と電報が来たので，すぐ

に電信為替で送金したら３頭のサラブレッド

を連れて帰ってきて，競馬場では馬主席で観

戦していたとか．叔母によると，小学校の時

に担任の先生から「いくら貯金があるか」と

聞かれたので，叔母は300円と答えたところ

「嘘をつくな」と言うので家に来てもらい貯金

通帳を見せると，「恐れ入りました」と帰って

いったとか．父も私も吉岡一族の特徴でもあ

る太い眉なのですが，吉岡城下町のように

なっている事業地の駅を降りたら，駅員が眉

だけを見て「吉岡の方ですね」と言ったとか．

山を二つと，漁場を一つ所有していて，秋に

は鮭が押し寄せて海の上を歩いて渡れるよう

な感じだったとか．私は，隆盛時の話を祖母

や父，親戚から聞かされて育ちました．

それが終戦とともに，財産は全て接収され，

生活は一転してしまいました．祖父は終戦直

前の1924（昭和19）年12月30日に病死して

おり，長男は盛岡高等工業専門学校へ行った

きり交通途絶で帰ることができず，次男は結

核で寝たきりでした．一家の生活は，三男で

旧制大泊中学校の３年生だった父親が支えな

ければならない事態になりました．そこでど

うしたかと言うと，一ヶ月でロシア語を覚え，

ロシア語の通訳になりました．同級生たちは

寒空の戸外でモッコ担ぎをする中で，父は事

務所にいて事務をしていたそうです．わずか

一ヶ月で，電話ができるくらいのロシア語を

マスターするというのは，今となっては信じ

られないことです．どうもいろいろな人から
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聞くと，それは嘘ではないらしく，その後の

炭鉱での仕事ぶりからもわかるように，それ

だけ優秀だったのだろうと思います．

その後，父たちは樺太から1947（昭和22）

年に函館に引き揚げ，秋田にある祖母の実家

を頼って落ち着きました．父は小学校の代用

教員をしていたのですが，いつまでも身を寄

せている訳にはゆきませんでした．たまたま，

盛岡高専を卒業した長男が，積丹半島の芽沼

炭鉱（泊村）に電気技師として就職したので，

一家は兄を頼って身を寄せ，父も鉱員として

働き始めました．父は体格が良く運動が得意

で，樺太ではスキージャンプや相撲をやって

いましたが，茅沼鉱では野球部の選手となり

ました．北炭には，その野球が縁で採用され，

幌内鉱業所新幌内砿労務課の鉱員となりまし

た．昭和20年代後半は炭界不況の真っ最中で

したが，当時，炭鉱で盛んだったアマチュア

スポーツの選手は例外だったようです．採用

時の逸話として…不況で新規採用はストップ

していたので，監督からは歌志内の北炭空知

鉱業所神威砿に在籍していたことになってい

るから，面接の際は口裏をあわせるようにと

言われたそうです．面接の試験官から「神威

砿は何という駅で降りるの」と聞かれ，答え

られなかったとか（笑）．それでも採用された

のですから，不況と言えども炭鉱会社の懐は

まだ深かったのでしょう．

樺太時代の栄華からみれば大したことはな

いのかもしれませんが，苦労の末に一家を引

き連れ外地から引き揚げ，自分の実力で花形

の炭鉱会社に採用され，鉱員としてですが炭

鉱事務職の中核であった労務課に配置された

のです．野球では４番バッターで，スキーで

も一級指導員となりました．

しかし，結核を患ってしまい，またもや境

遇が一転してしまいます．当時の結核は，今

の癌に相当するくらいの大病で，炭鉱でも福

利厚生上の大問題でした．北炭は，夕張に専

用の結核病棟を持っていましたが，これとは

別に日赤伊達病院の結核病棟を一棟借りして

いました．父はそこに３年ほど入院し，胸骨

を切除する外科的治療で完治したのですが，

病棟看護師だったのが私の母です．

母方の祖父は北炭平和鉱業所平和砿で保安

部門の先山鉱員であり，母は三人姉妹の長女

として炭住で生まれ育ちました．保安の重要

任務は坑内の風の流れをコントロールするこ

とで，そのために坑道に通気門という巨大な

木製ドアを作る仕事が，保安員業務の一つと

してありました．そのせいか，祖父は大工仕

事が巧みで，炭鉱離職後に北炭観光開発の章

月グランドホテルのボイラーマンとして勤務

していた時に，定山渓に中古の家を買って自

分で大改造し，風呂場は建屋から配管まで含

めて全て自作したほどです．母と妹たちを産

んだ祖母は，厳しい姑とうまくゆかず祖父と

離婚して，北炭化成鉱業所の煙突建設作業な

どのために来ていた鳶職と再婚します．その

後，祖父も再婚したので，私には母方の祖父

母が４人いました．狭い炭住社会では，この

ような一種のスキャンダルはすぐ広まるもの

で，母は早くここから逃げ出したいという気

持ちがあったと聞いています．母の学業成績

は良かったらしく，千代田中学校を卒業して

すぐに日赤伊達病院の看護学校に入学しまし

た．私が高校の時に，母と看護学校の同期生

で，その後も日赤病院に残って師長になって

いる方とお話しをする機会があったのです

が，「お母さんは私よりも優秀だったから，病

母と私―背景は北炭新幌内鉱ズリ山
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院に残っていたら総婦長（総看護師長）にな

れたかもしれないのよ」と，お世辞も含みな

がらでしょうが教えてくれたのを記憶してい

ます．母は，その後，結婚前の父の援助で高

等看護学校に通い正看護師となり，その他に

保健師と助産師の資格も取得しました．父と

結婚したのが1959（昭和34）年で，その４年

後に私が生まれました．

結核で野球を断念し，結婚して家庭を持っ

た父は，職員登用試験を受けようとしました．

父は，時代が違えば旧制中学よりも上級学校

に進んでいたろうし，本社採用の職員となっ

ていた可能性だって否定はできません．当時

の炭鉱には，戦争のために進学できず，戦後

はやむなく鉱員として炭鉱に入った父のよう

な人が多くいました．登用試験の願書を出そ

うとしたら，上司から「社歴が古い人が先だ

から今回は待て」と言われ，本当は受けたかっ

たのですが受験を断念します．その頃は，石

炭鉱業審議会から石炭政策が答申（1962年）

される前夜で，合理化が始まろうとした矢先

でしたから，翌年からの登用試験は中止に

なってしまいました．この時に先に受験し職

員登用されたのが，布施本のＨ鉱職員番号２

番のＳさんです．父は，タッチの差で登用試

験を受けることができず，再開まで待たされ

ることになりました．

ようやく登用試験が再開されたのは

1965（昭和40）年になってからです．再開ま

で６年間も待っていた鉱員が一斉に受験しま

した．技術系では昭和30年代前半にドイツへ

派遣された鉱員がたくさん受験しています．

数多くの鉱員から選抜されてドイツへ行き，

ドイツの国家資格を苦労して取得し，帰国し

て登用試験を受けようと思ったら中止されて

いたので，この人たちも試験再開まで待たさ

れていました．この年の登用組は，その後の

昇進スピードや職歴を分析してみると，他の

年次の登用組とは異なっていることは確かで

す．

父は職員となり，従来と同じ職場の新幌内

砿労務課に配属されます．２年後の1967（昭

和42）年，新たな立坑掘削によって幌内砿と

新幌内砿は統合され幌内炭鉱となり，父は幌

内担当として幌内地区に移り住むことになり

ました．新幌内と幌内は，一つの山の両方向

から掘進しており距離も近いのですが，全く

異なる性格を持っていました．新幌内は，昭

和初期に別会社によって開発され，戦中に北

炭に編入された炭鉱で，鉱歴も新しく開けた

土地にありました．幌内は，炭住が狭い沢に

沿って展開し，1879（明治12）年に本道初の

近代炭鉱として開発されたという長い歴史を

持っていました．私が子供の頃には，すでに

親子三代目の鉱員が現れており，地縁血縁が

濃密に張り巡らされた社会でした．私が小学

生の頃の労務係長は千葉さんという方でした

が，その血縁は芋づる式に何百人という単位

に及ぶほどでした．

幌内は狭い谷間に親子三代で続く非常にお

となしくウェットな感じですが，新幌内は開

けた場所に広々と展開する一代鉱夫の集団で

開放的でドライな雰囲気です．そもそも炭鉱

というのは，鉱員の気質だけではなく，賃金

体系も，仕事の仕方も，組合も，習慣も，ヤ

マごとに全く違うのです．特に幌内と新幌内

は，水と油のようなもので，それが立坑完成

を境に一挙に統合したのですから，労務とし

ては大変な苦労があったと思います．

やっとの思いで職員になったのですが，皮北炭幌内鉱の選炭機
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肉にも昭和40年代は職員の地位が相対的に

低下しはじめる時期で，金銭的なメリットを

享受することはあまりませんでした．しかし，

職員になったことの自負は，極めて強かった

ようです．登用職員というポジションを自分

で勝ち取ったことや，ようやく自分の能力に

見合った仕事の立場と権限を得ることができ

たことが，仕事に向かうバイタリティーだっ

たのだろうと，私は後から父の気持ちを忖度

することができました．

1977（昭和52）年には，父は昭和40年登用

組事務系のトップを切って係長になりまし

た．それも，炭鉱事務職の花形である労務係

長です．係長の下には，炭住ごとに配置され

鉱員の労務管理の要である労務連絡員，炭鉱

の警察とも言える監察員，クラブの従業員，

バスの運転手など，炭鉱のあらゆるところに

60人くらいの部下がいました．労務係長の仕

事の成果は，出稼率（＝鉱員の出勤率）とし

て如実に表れます．この頃の父は，神経質で

気難しくなり，家庭はピリピリした雰囲気に

包まれました．1975年11月の災害による坑

道水封が一年に及び，その復旧した直後でヤ

マが動揺している頃でしたので，難しい状況

で重責を担っているという気負いがあったの

だと思います．

その後，ヤマ元経験の長いＴ労務部長と，

本社経験しかないＯ労務課長という，ともに

破天荒で炭鉱労務屋らしい二人の上司の関係

悪化の中で，職制上直属の上司である労務課

長に従って筋を通した父は，一転して幌内炭

鉱病院事務長という閑職に追いやられます．

事務長は課長職ポスト（参事二級）なのです

が，課長代理職（参事補）のまま父が異動と

なり，「炭鉱病院に実力派事務長来る」とある

意味皮肉がこもった話題となりました．父は

炭鉱病院でもいろいろと改革を進めるのです

が，労務係長の時と比べ格段に楽な仕事です．

今まで午前０時前に帰ってきたことのなかっ

た父が，いきなり勤務を定時に終わり午後４

時過ぎには帰宅するのですから，私はしばら

くはこの激変についてゆけなかったほどで

す．父は後から振り返って「あのまま労務に

いたら身体を壊していたかもしれない，炭鉱

病院への異動は天の配剤だった」と述懐して

います．父の職場での環境は，それまで労務

職員として日夜驀進してきた末に，一片の辞

令で「毎日が日曜日」へと激変しまいました．

しかし，ふて腐ることもなく新たな環境で

日々過ごすあり様は，私の心の中に深く刻ま

れました．

結局，平穏な炭鉱病院勤務は，私が大学２

年であった1983年の経営合理化で病院が廃

止されるまで約５年間続きました．もっとも

病院の廃止が具体化してくると，ただでは済

ませないのが父の性分です．従来の人員・設

備を引き継ぎ独立採算の病院とする計画を，

短期間のうちにまとめあげ周囲を説得するな

ど，父は俄然活動を開始します．あとちょっ

とで具体化する所まで進んだのですが，結局，

頼りの病院長が最後まで決断できずにタイム

アウトとなり，病院は廃止されてしまいまし

た．たぶん，炭鉱にとって不可欠な救護隊付

医師が所属する炭鉱病院と言えども，いつか

は合理化対象になる可能性を予見していたこ

とが，短期間での精力的な活動に結びついた

のではないかと思えます．炭鉱生活の最後の

局面でも，「治にいて乱を忘れず」という教訓

を私に示してくれました．私が福島大学に

行っている間に札幌に移転したので，私の炭

鉱生活は住み慣れた炭住に別れを告げぬまま

20年でピリオドを打ちました．

４．私の人格形成

炭鉱は，職住近接どころか，職住一体です

から，当然，父の仕事や炭鉱の経営から直接

的に強い影響を受けます．特に職員，なかで

も労務職員の子弟は注目されやすい存在で

す．何せ労務職員は2,000人近い全従業員の

ことを知っており，従業員は労務職員のこと
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を知っている訳ですから．そして職員の息子

は，「勉強が出来て当たり前」「下手なことは

できない」という無言の圧力を感じながら学

校に通うのです．

子供社会の中では，「職員は鉱員より偉い」

というステレオタイプの説に対する意味で

の，逆差別のようなものがありました．例え

ば，仲間に入れてもらえない，一緒に遊んで

もらえないというような疎外感です．職員住

宅は，行政上の「○○町」という呼称とは別

に通称「○○台」と言われ，一般に鉱員炭住

よりも標高が高い所に区画されていました．

鉱員の子弟が遊びに来るには，まず物理的に

坂道の移動が大変でした．新幌内では，職員

も鉱員も地形的には同じところに住んでいる

のですが，やはり職員住宅は「○○台」で，

職階が上の住宅ほど近寄りがたい感じなので

す．ですから遊び相手は，もっぱら教員や商

人の子弟です．職員の子弟は人数が少なく，

同級生で職員の子弟は女子２人しかおらず，

あとは全員鉱員の子どもでした．みんな地区

ごとにグループを作って遊ぶのですが，私に

は相手がいない．そこで上級生や下級生であ

る数少ない職員や炭鉱外の子弟と遊ぶのです

が，それでもたかが知れています．

そんな中で興味を抱いたのは，炭鉱の施設

を歩き回ることでした．好むと好まざるに関

わらず，労務職員の父からは，炭鉱の様々な

情報がこぼれ落ちてきて，小さいながらも私

はすごい耳年増になっていました．ほとんど

生半可な知識なのですが，実際に現場に行っ

てみると，その知識を検証することができ，

さらに新たな発見がありました．あそこには，

こんな坑道があった…という話を聞いて探し

てみると，実際にある訳です．こういう場合，

父が労務にいるというのは極めて有利なこと

で，「労務の吉岡の息子で～す」の一言で，大

概の場所には臆することなく分け入ることが

できました．父の話しと現地で得た断片情報

をつなぎ合わせると，炭鉱のいろいろな像が

浮かんで来るのです．今から思えば，一種の

インタビューとフィールドワークが，私の遊

びだったのですね．

遊び相手がいないという孤独や遊んでくれ

ないという差別に対抗したり寂しさを補償す

るために，私の場合は「知識」に頼ったので

はないかと思えます．職員の子どもであると

いう自負があったことも確かで，恥ずかしく

ないように生きたいという気負いも，子供な

がらに持っていた気がします．

地域の巡検を重ねると，幌内という場所は

北海道にとって近代史がスタートした場所で

あるとか，炭鉱という巨大なシステムで様々

な要素が絡み合いながら石炭が生産されるの

だということが，理解できるようになりまし

た．知ることは楽しいと分かってくると，今

度は幌内だけではなく，違う所を見てみたく

なります．

中学１年となった1976年春には，同級生の

一人を無理矢理誘って，隣の沢の万字地域（閉

山直後の栗沢町万字炭鉱・岩見沢市朝日炭鉱）

に出かけ，またこれに味をしめて，その年の

夏には夕張まで足を伸ばすようになりまし

た．なにせ小学校５年の春休みに，夜行列車

と連絡船を乗り継いで，福島県福島市の叔父

の家に一人旅をしたほどですので，万字や夕

張に行くなど訳もないことでした．

先ほど回覧した私のノートは，夕張へ行っ

たときの「調査報告書」です．改めて予定行

程表を見ると，「岩見沢で300円のとりめし駅

弁を買う」というようなことまで１分単位で幌内の炭住（炭鉱住宅)
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記載されており，私の性格からか綿密なもの

でした．まだ炭住には電話がない時代ですか

ら，幌内炭山郵便局の電話室から，清水沢炭

鉱に異動した父の元同僚とか夕張市役所・夕

張鉄道に電話をして，インタビューをお願い

し，あらためて依頼状を送ったりしているの

ですから，今さらながら我ながら驚きです．

仕事の段取りは，労務課にいた父の影響だと

思います．門前小僧が習わぬ経を読むという

感じで，誰に教えてもらうことなく知らず知

らずに覚えたことでしたが，何せとても耳年

増な子どもでしたから．

なぜ夕張だったのかということですが，母

の妹夫婦が北炭平和鉱のアパートにおり，何

年か前に訪ねた時の印象が強かったことが理

由の一つです．幌内が一番だと思っていた私

にとって，幌内よりも巨大で密集した炭鉱の

ある空間を目にした時は，ある意味ショック

でした．もう一つは，幌内鉱は1975年事故で

坑道水封していたため操業できず，多くの鉱

員が僚山の夕張新鉱や真谷地鉱へ出向就労し

ていたことが背景にあります．同級生の多く

の父親が単身で夕張へ出稼ぎに行っており，

その夕張がどのようなまちなのか，みんなに

教えてあげたいという動機です．これは

ちょっと複雑で，単なる親切心ということも

ありましたが，改めて思い返してみると，労

務職員の子供としてできるのは留守宅の民心

安定という，大それた考えがあったように思

えます．学校に戻って社会科のＯ先生に夕張

巡検の成果をアピールすると，授業中に発表

夕張巡検ノート（本文)

夕張巡検ノート（表紙)
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しなさいと案の定トントン話しが進み，50分

の授業時間をまるまる使って「吉岡夕張講座」

が実現して，小さな労務課員の任務は達成さ

れたのでした．

あともう一つ，私の人生に大きな影響を与

えた要素があります．母は1967年に妹を産む

のですが，三笠市立病院の産科医の不適切な

処置による出産時の大量出血がきっかけで，

精神疾患になってしまいました．症状は周期

的に躁状態となるもので，頼む必要のない商

品が我が家に続々と届けられることが続く

と，それが母の入院のサインでした．母は，

その後亡くなるまで30年間にわたって，ほぼ

半年周期で入退院を繰り返していました．

社宅に住んでいますから，周囲は薄々気が

付いていたようで，「お母さんは？」という視

線は，子供心にいたたまれないものでした．

それを特に実感するのが元旦でした．幌内鉱

労務課では上司の社宅を巡って飲み歩く風習

があり，朝９時頃からヒラ職員や連絡員たち

が数人で飲み始め，主任・係長・課長代理・

課長と職階順に人数を増やしながら結集し，

夜の10時過ぎに労務部長の役宅でお開きに

なるまで飲み続けるのです．係長クラスの我

が家に来るのは午後12時～２時頃で，通過時

間に合わせて酒肴を用意します．我が家では

毎年，祖母や父が縁のある秋田の代表料理キ

リタンポを出すことで好評でした．子供に

とってお年玉を貰える絶好のチャンスであり

本来は浮き浮きする局面なのですが，母がい

ない正月は，主客お互いに知ってて知らない

フリという微妙な雰囲気があり，子供心に複

雑な影を落としました．

父の帰宅は毎日のように午後10時過ぎで

すから，祖母が母の入院中は私たち兄妹の面

倒をみてくれました．私も掃除・洗濯・料理

など一通りの家事はこなす能力を身につけ

て，買い物は好きで良く行きましたが，生協

職員や知り合いに「お母さんお元気」と聞か

れるのは苦痛でした．

このような，ある意味で屈折した幼少期に，

ぐれずに育ったものだと，今さらながら思い

ます．そこで自分を支えていたのは，知識と

いう糧や職員の子どもという誇りというか，

そういう見えないものだったのでしょうね．

５．布施本から逆に触発された研究原

点

こういう中で育った私が，大学で布施本に

出会って，逆の意味で触発され，関心の焦点

が絞られたのです．当時，布施本のような労

働者層に基軸を置いた研究は，三好宏一先生

など結構たくさんの人が取り組んでいました

が，私にはもっと明らかにすべきだと思うこ

とがありました．

一つは，なぜ会社が上手くゆかないのだろ

うということでした．あれほど繁栄した石炭

鉱業が，わずか20年余りで，こんな姿になっ

てしまうのは，何かが間違っていたのだろう

と考えました．父が勤める会社が倒産したら

我が家の生活はどうなるのだろうと日々実感

し，今日の出炭量を心配しながら育った身と

しては，当然の疑問だと思います．

自分の育った幌内砿を知れば知るほど，す

ごい価値があることが実感できました．北海

道で最初に近代炭鉱が開かれ，日本で三番目

に鉄道が敷かれ，最新鋭の立坑があって，日

本で一番深い所にある切羽から国内有数の能

率で年産150万トンという石炭を出している

のに…どうして炭鉱はうまくいっていないの

だろうと．それは，国の政策が悪いとか資本

家が隠しているのだとかではなく，単にやり

方がまずいのではないか．現に，常磐炭礦や

太平洋炭礦など，それなりにうまくやってい

るではないか．それだったら，問題は経営だ

ろうということです．経営という視点から炭

鉱を見ることは，誰もやっていない分野でし

た．

二つめは，企業経営が地域に対して，どう

影響を与えるのかということでした．私は，
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母が毎月札幌の精神病院に通院する時に一緒

について行き，炭鉱地帯の子供としては，外

界を良く知っている方でした．札幌には動く

階段があるんだよとか（笑），旗の立ったご飯

があるんだ…ということを学校で話し，文化

の伝道師みたいなものでした．話すネタを探

すという視点で観察してみると，札幌はドン

ドン成長し新しくなるのに，幌内はドンドン

寂れるばかりです．どうしてこういうことに

なるのだろうかと，ずっと思っていました．

地域を巡る癖がついた私は，大学では学部

の異なる教育学部のサークルの地理学研究会

に所属しました．社会学とは違い，空間を通

じて人の営みを捉えようという地理学は，ま

さに私の関心にフィットしたものでした．特

に企業経営が空間にダイレクトに現れる指標

として，炭鉱住宅に興味を持ちました．地理

学研究会では，自分が関心のあるテーマを発

表するゼミが学生だけで運営されており，毎

年何回かスピーカーとしての順番が回ってき

ます．通常はレジュメ７～８枚で60分程度の

発表なのですが，私は三笠の炭鉱住宅につい

て調べ，20枚を越えるレジュメをガリ版で

刷って延々200分も発表しました．これが

ベースとなって，大学の卒論へ結びついて行

きます．

私は，布施本が炭鉱の片方から光をあてた

ものであれば，もう片方の暗闇になっている

部分に光を当てたいと思ったのです．漠然と

した興味から入った経営学科，子供のころの

延長線上にあった地理学研究会，この二つの

分野をクロスオーバーするものが，今から思

うと地域のマネジメントと表現されるような

ものであった気がしています．

卒論は，北海道の全部の炭鉱を訪れて話を

聞き，３ヶ月ほとんど寝ないで３万字を超え

るボリュームの『戦後北海道の石炭産業―石

炭斜陽化以降の北海道炭礦汽船の経営を事例

として―』を仕上げました．卒論に取り組ん

でいる時に，青木さんと出会いしまた．

青木さんに，こういう卒論を書きたいので

資料を見せていただけないかと手紙を出した

のです．ところが最初は非常に対応が冷たく

て（笑），多分，たいしたことを書かず表面的

なことをなぞって帰る学生が多く来ていたの

でしょうね．これに懲りていた青木さんには，

どうせ吉岡もそのうちの一人であろうと思わ

れた節があります．話をしてみると，青木さ

んも新幌内砿出身で，私が新幌内にいた時に

は，青木さんと私の社宅は200メートルくら

いしか離れていないことがわかりました．私

と青木さんは12歳違いですが，たまたまあの

時代の瞬間に行き会っているということなの

です．

石炭博物館の近くにあった，学校を改造し

た宿泊施設「ファミリースクールふれあい」

に泊まって，資料をあたりました．雪が降り

続き誰もいない園内には，当時流行していた

レベッカの「フレンズ」という悲しい曲がエ

ンドレスで流れていました．博物館の二階の

書庫は，まさに宝の山で，こんな中で暮らせ

たらいいなと思うくらい貴重な資料がたくさ

んありました．それは，青木さんが博物館に

着任してから，一生懸命揃えてくれたもので

す．この時以来，青木さんと私は，一緒に空

知産炭地域のことに取り組んできたのです．

６．今日に続く活動

このようなお話しをしているちょうど今

は，夕張市の財政破綻を契機に閉鎖されてし

まった石炭博物館を，市民の手で再開できな

いかと取り組んでいます．手元に配布した資

料（『石炭博物館の再開に向けて― これまで

の経緯と運営計画― 』）は，１月13日に記者

会見で発表したもので，市民団体でやってい

きますと決意表明するために，正月休み返上

で私が作成したバックデータとなる資料で

す．指定管理者の応募期限は明日までなので，

今朝６時まで申請書類を作っていました．今

日は家に帰ったら書類や配布物を40部コ
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ピーして，明日は夕張に行って申請書を提出

するという状態です．

これは，夕張が全国的な話題になっている

から始めたのではなく，私自身が幌内砿の出

身で，母は夕張の平和砿出身であるという出

自と，ここ10年にわたって空知産炭地域で炭

鉱遺産の活用の取り組みを展開してきたこと

がベースになっています．石炭鉱業は，良い

ことも悪いことも含めて，北海道の歴史を語

る上で欠くことのできないものです．さらに，

空知産炭地域は，夕張だけではなく，三笠や

赤平などの各都市やそこにあった各炭鉱が一

団となって，北海道や日本に影響を与えまた

与えられる相互作用を展開してきたのです．

過去の経緯―今の問題―地域再生に向けた未

来への展望という時系列と，夕張―空知産炭

地域―北海道―日本という空間的な拡がりを

総合して，一つのストーリーとして繫ぐのは，

やはり私の任務なのだろうと実感していま

す．

このような経緯と思いを持ちながら，「炭鉱

の記憶推進事業団」という団体を立ち上げ，

NPO法人として活動しようと準備している

ところです．これは，たまたま夕張の石炭博

物館の再開運動がキッカケとはなりました

が，夕張だけの団体ではなくオール空知の体

制で進めているところです．私が理事長で，

青木さんは副理事長になってもらいました．

活動の模様は，ホームページ（http://www.

soratan.com/）で随時情報をアップしている

のでご覧頂き，是非とも入会をお願します．

特に小内先生のような，布施本の奥付に名前

が掲載されている方には，その大作をまとめ

られた最後の一仕事として，年会費10,000円

の運営会員として入会して頂きたいと思って

います．

夕張の問題は明日の空知産炭地域全体の問

題で，空知の問題は明日の北海道の問題です．

夕張をはじめとする空知産炭地域は，問題が

凝縮された先進地帯だという意識で取り組ん

でいます．反省するべきところは反省して，

がんばる部分はそのプロセスをアピールして

いく．今まではモノに頼って生きてきたのを，

知識など形のないものを力の源泉にしないと

地域再生はないでしょう．しかし，人は形の

あるものがないと理解したりキッカケをつか

むことができないので，すでに地域の存在し

ている炭鉱遺産は，追加投資不要で新たな展

開の手かがりになるはずです．

これまで，自分史について長々とお話をし

てしまいました．最後に，私がこれまで炭鉱

で生きてきたプロセスから，何を学びとった

のかというお話しをしたいと思います．

一つめは，社会は日々変転し，同じ状態で

続くことはあり得ないのだということです．

吉岡家の歴史を見てみると，国は滅びる，会

社は潰れる，地域は駄目になることを経験し

ています．樺太がまだ日本領であったならば，

今ごろ私は吉岡木材の専務取締役だったかも

しれませんね．それが環境変化によって叶わ

なくなってしまった．炭鉱もしかりです．そ

のため，当初考えていたプランＡが駄目な場

合をあらかじめ想定して，プランＢを考えて

おくとか，出来るだけ自分の可能性や選択肢

を増やしておきたい．それが，今日的なキー

ワードとなっているサスティナブルな（持続

可能な）発想に繫がっていくのだろうと，最

近になって改めて思っているところです．

二つめは，立場が異なると様々な正解があ

り得るのだということです．自然科学では，

水を分解すると，誰がやっても必ず酸素と水

素になり正解は一つです．しかし実際の社会

では，絶対的に正しいということはなく，す

べては様々な関係性の中で規定され，それは

日々変転するものなのだということです．

このような視点から，今の夕張の問題を考

えてみたりしています．かつての夕張は，構

造化された強固な社会があったように見えま

すが，布施本の調査を行っていた短い期間の

中でも日々変化していたはずです．それが長
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いスパンで積み重なると，大きな変化となっ

て現れてきます．

当時の炭鉱社会では，確かに一見すると虐

げられたり抑圧されたりするという現象が見

られたかもしれませんが，内部にいる私から

見ると，実は逆に頼っていったり，お互いに

持ちつ持たれつであったりというダイナミッ

クな関係があって，それを管理ととるかマネ

ジメントととるかは立場によって違うので

しょうが，ある種の秩序というか規制という

ものが働いていたような感じを持っていま

す．確かに経営側に問題は多かったけれど，

私から見ると労働者側も格好の良いことを

言っているが，その実態は何だったのだろう

と思うことも多くありました．たまに会社が

強すぎて保安軽視に走ったり，逆に組合が強

すぎて過度な要求に繫がったりという蛇行状

態ですが，概ねトータルで見ると，極度に突

出していない，ある一定の秩序のようなもの

の中で団子状態になって進んでいたように思

えます．大きなところで経済的な規律と強制

がブレーカーのように働き，実際には労務と

いう専門的に調整機能を果たす職能を抱えて

いました．

炭鉱がなくなると，その役割を市役所に求

めました．しかし，個々人が同等の立場と権

利を主張し，「あなたがしなさい」という規律

や強制力がない社会では，自分や互いに律す

る自治の力が必要となるのですが，それは全

く訓練されてきませんでした．結局は野に解

き放されて「たが」が外れたのだということ

が，今の夕張の問題を見て感じているところ

です．炭鉱では，大きく脱線しないように，

神の見えざる手という訳ではないのですが，

何かの大きな力で結果的にバランスがとれて

いた．それが一挙に崩れてパンドラの箱のよ

うになってしまったというのが，現在の夕張

を見ての私の感想です．

今後，どう地域を再生し，そのためにどの

ような具体的な取り組みを展開すれば良いの

か．大まかな方向性を決めてキチンと示すこ

とは必須ですが，そのプロセスは一つではな

いはずですし，最初から最後まで見えている

ものではありません．限られた状況の中でも，

方向性に向かって進むためにベストな選択肢

を選び，そして何よりも新しい現実を起こす

ことで新たな可能性が生まれ，それまで想定

できなかった新たなステージや選択肢が見え

てくるのです．これはよく考えてみると，当

然そこは人が担っていくのですが，どうやっ

てその方向へ向けようとか，どうやって色々

な障害を乗り越えて進もうとか，そういう流

れを作ることが大切です．決して命令だけで

できるものではなく，提案したり，雰囲気を

作ったり，時には宥めたり脅したりすること

が必要な局面もあるかのもしれません．

結局のところ，このような働きかけは，父

が炭鉱の労務でやっていたことなのだなと

思っています．たまたま父は，炭鉱の石炭生

産のために，このような職能を果たしてきま

した．私は，社会や地域の将来のために市民

が自ら活動するという立場での実践ですか

ら，父とは対象も目的も違います．しかし，

その職能は，結局は父と同じ労務＝マネジメ

ントなのだと思いながら，炭鉱というフィー

ルドを共通項にして，親子二代にわたって同

じことをやっていると感じています．
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